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凡
例

　

本
稿
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
言
葉
和
歌
集　

下
』（
冷
泉
家
時
雨

亭
叢
書　

第
七
巻
『
平
安
中
世
私
撰
集
』
所
収
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三

年
）
を
底
本
と
す
る
翻
刻
本
文
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
に
つ
い
て
、【
整

定
本
文
】【
本
文
に
関
す
る
注
】【
現
代
語
訳
】【
他
出
】【
詠
出
機
会
】【
作
者
】

【
語
釈
】【
補
説
】
の
各
項
を
立
て
、
適
宜
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
番

号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
十
巻
所
収
『
言
葉
和
歌
集
』
に
従
っ
た
。
今
回

は
雑
上
部
231
〜
237
番
歌
を
取
り
上
げ
る
。
各
歌
の
注
釈
の
末
尾
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
者
を
（　

）
内
に
示
し
た
。
担
当
者
は
輪
読
時
に
報
告
を
行
い
、

四
者
に
よ
る
議
論
を
踏
ま
え
て
原
稿
を
執
筆
し
た
。
注
釈
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
各
担
当
者
が
責
任
を
負
う
。

　

翻
刻
本
文
は
、
改
行
等
を
も
含
め
て
、
で
き
う
る
限
り
底
本
の
原
態
を
残

す
よ
う
努
め
た
。
虫
損
等
で
判
読
が
困
難
な
文
字
は
□
で
示
し
、
字
体
の
推

定
が
可
能
な
場
合
に
は
、
□
の
右
傍
に
「（
〇
歟
）」
と
し
て
示
し
た
。
ミ
セ

ケ
チ
記
号
は
「
ヒ
」
に
統
一
し
た
。

【
整
定
本
文
】
詞
書
・
和
歌
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
行
書
き
に
改
め
、
濁
点
・
句

読
点
を
付
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
判
読
が
困
難
な
箇
所
で
推
定

が
可
能
な
場
合
に
は
、
推
定
し
た
文
字
を
示
し
た
。

【
本
文
に
関
す
る
注
】
重
書
や
反
転
を
指
示
す
る
記
号
等
、
翻
刻
で
は
示
し

き
れ
な
い
本
文
上
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
た
。

【
現
代
語
訳
】
で
き
る
限
り
本
文
に
忠
実
な
通
釈
を
試
み
た
。
言
葉
を
補
っ

た
場
合
に
は
（　

）
内
に
記
し
た
。

【
他
出
】『
言
葉
和
歌
集
』
所
収
の
和
歌
が
、
他
の
文
献
（
南
北
朝
期
以
前
）

に
見
え
る
場
合
に
、
こ
れ
を
示
し
た
。
和
歌
作
品
に
見
え
る
場
合
は
、
特
に

断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
そ
れ
以
外
の
文
献
に
つ
い
て

は
、
典
拠
を
示
し
た
。

【
詠
出
機
会
】
当
該
歌
が
歌
合
・
歌
会
・
定
数
歌
等
の
和
歌
行
事
に
お
い
て

詠
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
含
推
定
）
場
合
に
、
伝
存
す
る
歌
合
本
文
や
諸

歌
集
な
ど
の
資
料
に
よ
っ
て
知
り
う
る
情
報
を
示
し
、
参
考
文
献
を
掲
げ
た
。

【
作
者
】
当
該
和
歌
の
作
者
に
関
し
て
簡
略
に
解
説
し
、参
考
文
献
を
掲
げ
た
。

【
語
釈
】
和
歌
の
解
釈
に
必
要
な
語
句
や
、
特
に
注
意
す
べ
き
事
項
に
関
す

る
解
説
を
示
し
た
。

【
補
説
】
和
歌
の
作
意
や
現
代
語
訳
に
は
示
し
が
た
い
含
意
、
ま
た
、
政
治

『
言
葉
集
』
注
釈
（
五
）

穴
井
　
潤
・
小
林
賢
太
・
中
村
　
文
・
持
田
　
玲
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社
会
な
ど
時
代
性
と
の
関
連
や
和
歌
史
上
に
お
け
る
意
義
等
に
つ
い
て
記
し

た
。

　

な
お
、
古
典
作
品
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
韻
文
に
つ
い
て
は
特
に
注
さ

な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
、
散
文
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
文
学
大

系
』、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
以
上
、
岩
波
書
店
）、『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
』（
小
学
館
）
に
拠
る
。
表
記
等
に
つ
い
て
は
改
変
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
　

山
家
待
花　
　

二
条
院
左
大
臣

231　

ヤ
マ
サ
ト
ハ
コ
ヌ
人
ヨ
リ
モ
ハ
ル
□
〔
ク
歟
〕レ

ハ

　
　
　

マ
ツ
ハ
ナ
ノ
ミ
ソ
コ
ヒ
シ
カ
リ
ケ
ル

【
整
定
本
文
】　　

山
家
待
花�

二
条
院
左
大
臣

ヤ
マ
ザ
ト
ハ
コ
ヌ
人
ヨ
リ
モ
ハ
ル
ク
レ
バ
マ
ヅ
ハ
ナ
ノ
ミ
ゾ
コ
ヒ
シ
カ
リ
ケ

ル【
現
代
語
訳
】　　

山
家
待
花�
二
条
院
左
大
臣

山
里
で
は
（
期
待
し
て
も
）
尋
ね
て
こ
な
い
人
よ
り
も
、
春
が
来
る
と
、
ま

ず
は
待
ち
望
む
花
だ
け
が
恋
し
い
こ
と
よ
。

【
作
者
】
二
条
院
左
大
臣
、
未
詳
。

【
語
釈
】
○○
山
家
待
花　

山
里
で
桜
が
咲
く
の
を
待
つ
こ
と
を
詠
む
題
。
当

該
歌
以
前
に
は
「
あ
し
び
き
の
か
た
や
ま
き
し
に
家
ゐ
し
て
み
ね
の
さ
く
ら

の
花
ま
つ
わ
れ
は
」（
六
条
修
理
大
夫
集
・
一
〇
二
「
山
家
待
花
」）
の
作
例

が
見
え
る
。「
さ
く
ら
花
さ
か
ば
ま
づ
み
む
と
お
も
ふ
ま
に
日
数
へ
に
け
り

春
の
山
ざ
と
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
八
〇
「
白
河
院
鳥
羽
に
お
は
し
ま
し

け
る
時
、
人
人
、
山
家
待
花
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る
に
」
隆
時
）
も

顕
季
歌
と
同
時
詠
だ
と
す
れ
ば
、
白
河
院
政
期
ご
ろ
に
設
題
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
は
る
な
が
ら
た
れ
か
と
ひ
こ
し
山
里
に
花
を
ま
つ
こ
そ
人
を
待

ち
け
れ
」（
能
因
Ⅱ
・
一
八
「
山
家
花
」）、「
は
る
や
く
る
ひ
と
や
と
ふ
と
も

ま
た
れ
け
り
け
さ
山
ざ
と
の
ゆ
き
を
な
が
め
て
」（
後
拾
遺
集
・
冬
・

四
一
〇
・
赤
染
衛
門
）
の
よ
う
に
春
・
花
を
待
つ
心
境
は
そ
の
ま
ま
人
の
訪

れ
を
待
つ
心
境
に
結
び
つ
く
。
○○
ヤ
マ
ザ
ト
ハ　
「
山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ

ま
さ
り
け
る
人
め
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
」（
古
今
集
・
冬
・
宗
于
・

三
一
五
）
以
来
、
山
里
は
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
人
の
訪
れ
が
絶
え
る
こ
と
を

詠
む
。
一
方
、「
と
ふ
人
も
あ
ら
じ
と
思
ひ
し
山
ざ
と
に
花
の
た
よ
り
に
人
め

見
る
か
な
」（
拾
遺
集
・
春
・
元
輔
・
五
一
）
の
よ
う
に
春
に
な
る
と
桜
を

求
め
て
人
が
訪
れ
る
。「
山
家
待
花
」
は
そ
の
中
間
の
時
期
を
想
定
し
て
い

る
と
思
し
く
、
冬
の
寒
さ
は
薄
ら
い
で
き
た
も
の
の
、
ま
だ
人
の
訪
れ
も
な

い
頃
と
詠
む
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
○○
コ
ヌ
人
ヨ
リ
モ　
「
わ
が
せ
こ
が
き

ま
さ
ぬ
よ
ひ
の
秋
風
は
こ
ぬ
人
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な
」（
拾
遺
集
・
恋
三
・

好
忠
・
八
三
三
）
の
よ
う
に
、
訪
れ
な
い
人
と
景
物
を
対
比
し
て
、
景
物
の

方
が
よ
り
心
情
を
喚
起
さ
せ
る
こ
と
を
詠
む
。
当
該
歌
で
は
、「
来
ぬ
人
―
春

来
れ
ば
」
の
対
比
に
よ
っ
て
、
山
里
ゆ
え
に
人
の
訪
れ
が
途
絶
え
て
お
り
、

期
待
で
き
な
い
人
よ
り
も
桜
が
咲
く
の
が
待
ち
遠
し
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

○○
ハ
ル
ク
レ
バ　
「
春
た
て
ど
花
も
に
ほ
は
ぬ
山
ざ
と
は
も
の
う
か
る
ね
に

鶯
ぞ
な
く
」（
古
今
集
・
春
上
・
在
原
棟
梁
・
一
五
）
の
よ
う
に
、
山
里
で

は
春
の
到
来
が
遅
く
、
そ
れ
故
に
前
掲
顕
季
・
高
時
歌
の
よ
う
に
花
を
待
ち

望
む
気
持
ち
が
高
ま
る
。
○○
マ
ヅ
ハ
ナ
ノ
ミ
ゾ
コ
ヒ
シ
カ
リ
ケ
ル　

ま
だ
人

の
訪
れ
が
望
め
な
い
時
期
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
花
だ
け
を
恋
し
く
思
う
の

意
で
、「
先
づ
―
待
つ
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。「
ハ
ナ
ノ
ミ
ゾ
」
は
、「
む
か

し
み
し
わ
が
ふ
る
さ
と
は
い
ま
も
な
ほ
う
の
は
な
の
み
ぞ
め
に
は
み
え
け

る
」（
躬
恒
集
・
四
四
四
）、「
を
る
人
も
な
き
や
ま
ざ
と
に
は
な
の
み
ぞ
む
か

し
の
春
を
わ
す
れ
ざ
り
け
る
」（
斎
宮
女
御
集
・
二
五
一
）
の
よ
う
に
、
し
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ば
し
ば
荒
廃
し
た
居
所
に
花
だ
け
が
変
わ
ら
ず
に
咲
く
こ
と
を
詠
む
際
に
用

い
ら
れ
る
。「
コ
ヌ
ヒ
ト
＋
マ
ツ
」
は
「
こ
ぬ
人
を
ま
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
秋
風

は
い
か
に
ふ
け
ば
か
わ
び
し
か
る
ら
む
」（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
七
）
を
は

じ
め
、
訪
れ
ぬ
相
手
を
待
つ
心
情
を
歌
う
恋
歌
に
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

当
該
歌
で
は
「
人
―
花
」
を
対
比
す
る
こ
と
で
人
の
訪
れ
な
い
山
里
に
花
が

咲
く
こ
と
だ
け
を
期
待
す
る
と
詠
み
な
が
ら
も
、「
は
な
も
か
れ
も
み
ぢ
も
ち

ら
ぬ
山
ざ
と
は
さ
び
し
さ
を
ま
た
と
ふ
人
も
が
な
」（
山
家
集
・
五
五
七
）

の
よ
う
に
、
人
の
訪
れ
を
待
ち
望
む
底
意
が
窺
わ
れ
る
。

【
補
説
】
冬
の
山
里
で
の
侘
び
住
ま
い
は
訪
れ
る
人
も
い
な
い
た
め
、
春
が

来
る
と
ま
ず
は
待
つ
花
が
咲
く
こ
と
を
願
う
。「
先
づ
―
待
つ
」
の
掛
詞
に

よ
っ
て
「
待
花
」
題
を
満
た
し
、「
来
ぬ
人
―
春
来
れ
ば
」
の
対
比
に
よ
っ
て
、

人
と
違
っ
て
春
は
訪
れ
る
た
め
に
、
花
を
待
つ
と
い
う
心
情
を
導
く
。
詠
作

主
体
が
人
の
訪
れ
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
も
含
意
す
る
が
、
春
が
来
た
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
に
人
は
訪
れ
な
い
と
諦
観
し
て
お
り
、
そ
の
期
待
を
、
開
花

を
待
つ
心
に
託
し
て
い
る
。

　

作
者
は
未
詳
。「
二
条
院
時
代
の
左
大
臣
」、
す
な
わ
ち
藤
原
経
宗
と
考
え

ら
れ
る
か
。
あ
る
い
は
、「
二
条
院
中
納
言
内
侍
」（
玉
葉
集
・
雑
四
・

二
四
〇
三
）
な
る
人
物
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、「
主
人
＋
関
係
者
の
役
職
」
と

仮
定
す
れ
ば
女
房
の
召
名
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。�

（
穴
井
）

　
　
　
　

山
雲
似
花
ト
云
心
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
闍
梨
長
覚

232　

ハ
ナ
カ
ト
テ
オ
リ
ニ
キ
タ
レ
ハ
ヨ
シ
ノ
山

　
　
　

テ
ニ
モ
カ
ヽ
ラ
ヌ
ミ
ネ
ノ
シ
ラ
雲

【
整
定
本
文
】　　

山
雲
似
花
ト
云
フ
心
ヲ�

阿
闍
梨
長
覚

ハ
ナ
カ
ト
テ
ヲ
リ
ニ
キ
タ
レ
バ
ヨ
シ
ノ
山
テ
ニ
モ
カ
ヽ
ラ
ヌ
ミ
ネ
ノ
シ
ラ
雲

【
現
代
語
訳
】　　

山
雲
似
花
と
い
う
テ
ー
マ
を�

阿
闍
梨
長
覚

（
遠
目
に
）
花
か
と
思
っ
て
手
折
り
に
来
た
と
こ
ろ
、（
そ
れ
は
）
吉
野
山
の

―
手
に
掛
け
る
こ
と
も
で
き
な
い

―
峰
に
か
か
る
白
雲
で
あ
っ
た
。

【
作
者
】
長
覚
。
生
没
年
未
詳
、
天
承
二
年
（
一
一
三
二
）
以
降
に
生
ま
れ
、

文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
以
降
に
没
し
た
か
。
六
条
家
藤
原
顕
輔
男
、
後
に

伯
父
長
実
の
猶
子
と
な
る
。
異
母
兄
に
清
輔
・
季
経
ら
が
い
る
。
久
安
二
年

（
一
一
四
六
）
六
月
三
日
に
永
厳
の
弟
子
と
な
る
。
父
顕
輔
の
官
位
か
ら
三

位
阿
闍
梨
と
号
す
（『
血
脈
類
集
記
』）。
覚
性
法
親
王
が
御
室
で
あ
っ
た
時

期
に
仁
和
寺
に
住
し
た
か
。
祖
父
顕
季
が
建
立
し
た
最
勝
院（
後
の
真
乗
院
）

を
叔
父
の
律
師
覚
顕
か
ら
譲
り
受
け
る
も
、
後
に
仁
和
寺
を
離
れ
在
家
に
交

わ
っ
た
と
さ
れ
る
（『
仁
和
寺
諸
堂
記
』）。『
尊
卑
分
脈
』
に
「
歌
人
」
と
記

さ
れ
る
ご
と
く
、
勅
撰
集
に
は
『
千
載
集
』
以
下
四
首
入
集
し
、「
重
家
卿
家

歌
合
」（
承
安
五
年
三
月
）
に
出
詠
が
見
え
る
。
ま
た
、『
文
治
六
年
女
御
入

内
和
歌
』
二
二
一
番
歌
左
注
に
は
、
季
経
の
代
作
を
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お

り
、六
条
家
歌
人
の
一
員
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。《
参
考
文
献
》

西
村
加
代
子
「
仁
和
寺
和
歌
圏
と
顕
昭
」（『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』
和
泉

書
院
、
一
九
九
七
年
）

【
語
釈
】
○○
山
雲
似
花　

山
に
か
か
る
白
雲
を
桜
に
見
立
て
る
こ
と
を
詠
む

題
。「
花
似
雲
」
題
は
平
安
後
期
以
降
に
多
く
設
題
さ
れ
た
が
、「
雲
似
花
」

に
類
す
る
題
は
当
該
歌
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。「
花
→
雲
」の
見
立
て
は「
桜

花
さ
き
に
け
ら
し
な
あ
し
ひ
き
の
山
の
か
ひ
よ
り
見
ゆ
る
白
雲
」（
古
今
集
・

春
上
・
五
九
・
貫
之
）
の
よ
う
に
伝
統
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
当
該
歌
や
「
お

も
か
げ
に
花
の
す
が
た
を
先
だ
て
て
い
く
へ
こ
え
き
ぬ
嶺
の
白
雲
」（
長
秋

詠
藻
・
二
〇
七
）
の
よ
う
な
「
雲
→
花
」
の
見
立
て
は
平
安
後
期
に
入
っ
て
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か
ら
の
新
し
い
趣
向
で
あ
っ
た
か
（【
補
説
】）。
○○
ハ
ナ
カ
ト
テ
ヲ
リ
ニ
キ

タ
レ
バ　
「
ハ
ナ
カ
ト
テ
」
は
、
色
彩
の
類
似
に
よ
っ
て
花
を
雲
・
波
・
雪

な
ど
の
景
物
に
見
立
て
る
表
現
。「
は
な
か
と
て
た
づ
ね
き
た
れ
ば
し
ら
く

も
の
た
つ
た
の
や
ま
の
こ
ず
ゑ
な
り
け
り
」（
広
言
集
・
一
四
「
山
家〔
花
〕を
た

づ
ぬ
」）
は
同
趣
で
あ
る
。
○○
ヨ
シ
ノ
山　

大
和
国
の
歌
枕
。
山
岳
信
仰
と

結
び
つ
き
隠
棲
す
る
地
と
し
て
見
ら
れ
る
。
平
安
後
期
に
桜
の
名
所
と
し
て

定
着
し
、
雪
・
霞
・
雲
・
桜
を
相
互
に
見
立
て
る
。
○○
テ
ニ
モ
カ
ヽ
ラ
ヌ
ミ

ネ
ノ
シ
ラ
雲　

遠
景
に
は
桜
に
見
え
た
が
、
い
ざ
近
づ
く
と
手
で
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
白
雲
で
あ
っ
た
と
い
う
趣
向
を
詠
む
。
花
か
と
思
っ
て
折
ろ

う
と
し
た
も
の
は
「
吉
野
山
（
の
）
峰
の
白
雲
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
四
句
「
テ
ニ
モ
カ
ヽ
ラ
ヌ
」
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

が
桜
と
違
っ
て
手
で
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
言
語
遊
戯
的
に
示
す
。
ま
た
、

「
カ
ヽ
ラ
ヌ
」
は
「
あ
じ
ろ
木
の
て
に
も
か
か
ら
ぬ
君
に
よ
り
日
を
へ
て
物

を
お
も
ふ
比
か
な
」（
林
葉
集
・
八
七
九
）
が
「（
君
が
）
手
に
か
か
ら
ぬ
―

（
氷
魚
が
）
か
か
ら
ぬ
」
の
縁
語
を
詠
み
込
ん
で
い
る
よ
う
に
、「（
桜
と
違
っ

て
）
雲
は
手
に
か
か
ら
な
い
―
峰
に
雲
が
か
か
る
」
と
い
う
二
重
の
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
す
る
。
峰
に
は
雲
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、「
モ
」
は
並
列
で
は
な

く
強
意
の
意
で
と
る
。「
あ
か
ず
の
み
お
も
ふ
桜
の
花
か
と
て
心
に
か
か
る

峰
の
し
ら
雲
」（
別
雷
社
歌
合
・
七
二
「
桜
」
公
重
）
の
下
句
と
表
現
が
似

通
う
が
、
公
重
歌
は
桜
を
思
う
あ
ま
り
峰
に
か
か
る
白
雲
が
ま
る
で
桜
の
よ

う
に
見
え
る
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、「（
心
に
）
か
か
る
―
峰
に
か
か
る
」
が

響
い
て
い
る
。

【
補
説
】
遠
景
に
は
桜
に
見
え
た
の
で
吉
野
山
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は

桜
と
違
っ
て
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
峰
に
か
か
る
白
雲
で
あ
っ
た
と

い
う
歌
。
吉
野
山
の
花
を
雲
に
見
立
て
る
の
は
類
型
的
な
表
現
だ
が
、
当
該

歌
で
は
「
く
や
し
く
も
朝
ゐ
る
雲
に
は
か
ら
れ
て
花
な
き
嶺
に
我
は
き
に
け

り
」（
頼
政
集
・
五
〇
「
遠
尋
花
」）
の
よ
う
に
、
花
を
尋
ね
て
山
中
ま
で
手

折
り
に
き
た
と
こ
ろ
、
花
で
は
な
く
白
雲
で
あ
っ
た
と
種
明
か
し
す
る
趣
向

で
あ
る
。
山
に
か
か
る
雲
を
花
に
見
立
て
る
表
現
に
つ
い
て
は
「
尋
山
花
」

題
で
の
詠
歌
が
注
意
さ
れ
る
。
平
安
中
期
に
詠
ま
れ
た
「
し
ら
く
も
に
ま
が

ふ
さ
く
ら
を
た
づ
ぬ
と
て
か
か
ら
ぬ
や
ま
の
な
か
り
つ
る
か
な
」（
金
葉
集
・

春
・
四
二
「
ひ
ね
も
す
に
花
を
た
づ
ぬ
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
」
貞
亮
）

は
伝
統
的
な
「
花
→
雲
」
の
見
立
て
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
前
掲
俊
成
歌

が
詠
ま
れ
た
「
崇
徳
院
近
衛
殿
御
幸
歌
会
」（「
遠
尋
山
花
」
題
）
や
、
前
掲

広
言
歌
や
「
は
な
み
に
と
い
そ
ぐ
山
ぢ
に
い
と
ど
し
く
心
さ
わ
が
す
峰
の
し

ら
雲
」（
月
詣
集
・
二
月
・
九
九
・
顕
昭
）
な
ど
が
詠
ま
れ
た
「
宰
相
入
道

観
蓮
歌
合
」（
承
安
二
年
閏
十
二
月
）
な
ど
に
な
る
と
、「
雲
→
花
」
の
見
立

て
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
「
尋
山
花
」
題
に
は
山
風
・
木
樵
・

岩
道
な
ど
と
と
も
に
詠
ん
だ
歌
も
残
っ
て
お
り
、「
雲
→
花
」
の
見
立
て
は
山

花
の
趣
向
を
模
索
す
る
中
で
生
ま
れ
た
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
で
は
「
し
ら
雲
や
み
ね
の

さ
く
ら
と
な
り
ぬ
ら
ん
か
か
ら
ぬ
け
ふ
も
色
の
か
は
ら
ぬ
」（
一
五「
嶺
上
桜
」

為
経
）、「
こ
こ
ろ
を
し
み
ね
の
さ
く
ら
に
ひ
か
は
れ
て
い
く
さ
か
ゆ
く
も
し

ら
れ
ざ
り
け
り
」（
一
六
・
頼
政
）
と
い
っ
た
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
前
掲

俊
成
歌
は
こ
れ
ら
の
歌
の
影
響
の
も
と
で
詠
ま
れ
た
と
思
し
い
。
既
存
の
表

現
を
逆
転
さ
せ
た「
雲
を
花
に
見
立
て
る
」と
い
う
趣
向
は
平
安
後
期
の「
尋

山
花
」
題
詠
の
中
か
ら
生
ま
れ
、「
山
雲
似
花
」
は
そ
う
し
た
趣
向
が
認
知
さ

れ
た
後
に
設
題
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
230
～
232
番
歌
ま
で
は
花
が

咲
く
の
を
期
待
す
る
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
。�

（
穴
井
）
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前
大
僧
正
宇
治

233　

ウ
□
（
ヱ
歟
）ヲ

キ
シ
ハ
ナ
ヽ
カ
リ
セ
ハ
フ
ル
サ
ト
ニ

　
　
　

ナ
ニ
□
（
ヲ
歟
）カ
タ
ミ
ニ
ケ
フ
ハ
オ
ラ
マ
シ

【
整
定
本
文
】�

前
大
僧
正
宇
治

ウ
ヱ
オ
キ
シ
ハ
ナ
ヽ
カ
リ
セ
バ
フ
ル
サ
ト
ニ
ナ
ニ
ヲ
カ
タ
ミ
ニ
ケ
フ
ハ
ヲ
ラ

マ
シ

【
現
代
語
訳
】�

前
大
僧
正
宇
治

も
し
植
え
て
お
い
た
花
が
な
か
っ
た
ら
、
故
郷
に
、
一
体
何
を
形
見
に
今
日

は
留
ま
っ
て
、
何
を
折
り
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

【
作
者
】
覚
忠
。
藤
原
忠
通
（
法
性
寺
殿
）
男
。
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）

～
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）。
異
母
弟
に
九
条
兼
実
、
慈
円
ら
が
い
る
。
近

江
園
城
寺
の
権
僧
正
増
智
を
師
事
し
、
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
に
平
等
院

執
印
。
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
閏
二
月
一
日
に
第
五
〇
代
天
台
座
主
に
任

じ
ら
れ
た
が
、
延
暦
寺
衆
徒
の
反
発
で
同
三
日
に
辞
任
。
長
寛
二
年

（
一
一
六
四
）
大
僧
正
、
の
ち
園
城
寺
長
吏
。
後
白
河
院
出
家
の
際
に
は
戒

師
を
務
め
た
。
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
に
観
音
霊
場
三
十
三
所
を
巡
礼
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
歌
会
活
動
と
し
て
は
、
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）

四
月
下
旬
頃
、
園
城
寺
に
て
歌
合
を
主
催
（『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
三
七
二

参
照
）。
本
文
の
一
部
が
『
重
家
集
』
に
見
え
、
詞
書
か
ら
は
清
輔
・
頼
政

等
が
出
詠
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
、『
清
輔
集
』
に
清
輔
と
の
贈
答
が
、

『
夫
木
抄
』
に
歌
林
苑
歌
合
で
詠
ん
だ
歌
が
残
る
な
ど
、
当
代
歌
人
た
ち
と

の
交
流
が
あ
っ
た
。『
千
載
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
一
二
首
入
集
。《
参
考
文

献
》
井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究　

増
補
版
』
第
二
章
四
「
清
輔

年
譜
考
」（
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
）

【
語
釈
】
○○
ウ
ヱ
オ
キ
シ
ハ
ナ
ヽ
カ
リ
セ
バ　

植
え
て
お
い
た
花
が
な
か
っ

た
ら
。「
う
ゑ
お
く
」
の
補
助
動
詞
「
お
く
」
は
、
そ
の
状
態
を
続
け
る
意

や
ほ
う
っ
て
お
く
意
で
、
植
え
て
か
ら
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
時
間
が
経
っ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
な
か
り
せ
ば
」
の
「
ば
」
は
、「
す
」
の

未
然
形
接
続
で
、
順
接
の
仮
定
条
件
。「
う
ゑ
お
き
し
」
の
早
い
例
は
、『
躬

恒
集
』（
書
陵
部
蔵
本
）
二
九
五
、『
敦
忠
集
』
一
五
な
ど
が
あ
り
、
勅
撰
集

で
は
『
後
拾
遺
集
』
が
初
出
で
あ
る
。
当
該
歌
は
、「
う
ゑ
お
き
し
花
な
か
り

せ
ば
よ
も
ぎ
ふ
を
何
に
つ
け
て
か
思
ひ
出
で
ま
し
」（
公
任
集
・
三
）
と
上

二
句
が
等
し
く
、参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
公
任
詠
は
、妹
諟
子
の
「
う

ゑ
し
よ
り
し
た
ま
つ
も
の
を
山
里
の
花
み
に
さ
そ
ふ
人
の
な
き
か
な
」（
二
）

の
返
歌
で
、
北
白
川
の
公
任
の
山
荘
の
紅
梅
が
咲
い
た
際
に
、
花
が
な
け
れ

ば
山
荘
を
何
に
つ
け
て
思
い
出
し
て
く
れ
る
の
か
、
と
恨
み
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
蓬
生
は
、
荒
廃
し
た
庭
園
の
こ
と
で
、「
う
ゑ
お
き
し
花
」
が
唯
一

山
荘
を
思
い
出
す
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
自
ら
の
山
荘
を
蓬
生
と

言
っ
た
の
は
公
任
の
謙
遜
だ
が
、
荒
れ
た
土
地
を
思
い
出
す
た
め
の
よ
す
が

と
し
て
の
花
は
、
当
該
歌
に
も
共
通
す
る
見
方
で
あ
る
。
な
お
、
公
任
詠
の

場
合
、
公
任
自
身
が
花
を
植
え
て
い
る
が
、
当
歌
は
、
花
を
形
見
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
植
え
た
人
は
覚
忠
自
身
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
覚
忠
が
花
を
よ
す
が
と
し
て
思
い
出
し
て
い
る
、
故
郷
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
物
が
植
え
た
の
で
は
な
い
か
。
→
【
補
説
】
○○
フ
ル
サ
ト　

花
が
植

わ
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
覚
忠
の
古
馴
染
み
の
土
地
で
あ
る
。
詞
書
が
な

い
た
め
、
こ
の
故
郷
が
旧
都
奈
良
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
的
な
地
で
あ
る
か
、

詠
者
個
人
の
故
郷
か
、
も
し
く
は
そ
の
両
方
の
意
味
を
持
つ
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
し
た
よ
う
に
、
花
が
形
見
と
し
て
残
る
地
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
る
と
、
詠
者
自
身
と
植
え
た
人
と
が
馴
染
ん
だ
場
所
で
あ
り
、
個

人
的
な
故
郷
の
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
故
郷
に
咲
く
花
を
詠
む
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歌
に
は
、「
人
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
か
に
に
ほ
ひ
け

る
」（
古
今
集
・
春
上
・
四
二
・
貫
之
）
や
「
さ
ざ
浪
や
し
が
の
み
や
こ
は

あ
れ
に
し
を
む
か
し
な
が
ら
の
山
ざ
く
ら
か
な
」（
千
載
集
・
春
上
・

六
六
・
忠
度
／
故
郷
花
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

人
の
心
が
移
り
変
わ
り
土
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
も
、
花
は
変
わ
ら
ず
故
郷
に

咲
き
続
け
て
い
る
様
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
に
あ
る
故
郷
の
姿
を
参

考
に
す
る
と
、
当
歌
の
故
郷
も
、
仮
に
花
が
な
け
れ
ば
、
昔
の
姿
を
思
い
出

す
こ
と
の
で
き
な
い
地
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。→【
補

説
】
○○
ナ
ニ
ヲ
カ
タ
ミ
ニ　

形
見
は
、
目
の
前
に
な
い
、
失
っ
た
人
や
事
物

を
偲
ぶ
た
め
の
よ
す
が
と
な
る
も
の
。
当
該
歌
は
、
花
が
、
故
郷
と
故
郷
に

花
を
植
え
た
人
の
形
見
と
な
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
は
、「
恋コ
ヒ
シ
ク
ハ

之
久
者　

形カ
タ
ミ
ニ
セ
ヨ
ト

見
尓
為
与
登　

吾ワ
ガ
セ
コ
ガ

背
子
我　

殖ウ
ヱ
シ
ア
キ
ハ
ギ

之
秋
芽
子　

花ハ
ナ
サ
キ
ニ
ケ
リ

咲
尓
家
里
」（
巻
十
・
秋
雑
・

二
一
一
九
）
と
あ
り
、
花
を
形
見
と
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、「
む
か
し
み
し
人
の
形
見
と
を
り
つ
れ
ば
花
た
ち
花
に
袖
ぞ
し
み
ぬ

る
」（
堀
河
百
首
・
夏
十
五
首
「
盧
橘
」
四
五
九
・
基
俊
）
等
、
当
該
歌
と

同
じ
く
花
を
形
見
と
し
て
折
る
歌
も
見
ら
れ
る
。
○○
ケ
フ
ハ　
「
う
ゑ
お
き

し
」
の
過
去
の
助
動
詞
「
し
」
と
対
比
関
係
に
あ
る
。「
今
日
は
」
と
す
る

こ
と
で
、
植
え
た
時
点
か
ら
の
時
間
の
経
過
を
含
意
し
て
い
る
。
○○
ヲ
ラ
マ

シ　
「
…
せ
ば
…
ま
し
」
で
反
実
仮
想
。「
を
る
」
は
、「
居
る
」
と
花
を
「
折

る
」
の
意
が
掛
か
っ
て
い
る
。
荒
れ
果
て
た
故
郷
で
何
を
形
見
と
し
て
留
ま

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
そ
し
て
、
何
を
折
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

と
反
実
仮
想
を
用
い
て
、
花
が
故
郷
の
唯
一
の
よ
す
が
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

【
補
説
】「
う
ゑ
お
き
し
」
は
、
初
句
に
置
か
れ
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、

中
で
も
「
う
ゑ
お
き
し
人
…
」
と
続
く
歌
が
多
い
。
勅
撰
集
の
例
で
は
「
う

ゑ
お
き
し
人
な
き
や
ど
の
さ
く
ら
花
に
ほ
ひ
ば
か
り
ぞ
か
は
ら
ざ
り
け
る
」

（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
九
九
・
読
人
不
知
／
桜
を
う
ゑ
お
き
て
ぬ
し
な
く
な

り
侍
に
け
れ
ば
よ
め
る
）
や
、「
う
ゑ
お
き
し
人
の
か
た
み
と
み
ぬ
だ
に
も
や

ど
の
さ
く
ら
を
た
れ
か
を
し
ま
ぬ
」（
千
載
集
・
哀
傷
・
五
四
七
・
範
永
／

ぬ
し
な
き
家
の
さ
く
ら
を
み
て
よ
み
侍
り
け
る
）
等
が
見
出
さ
れ
る
。『
後

拾
遺
集
』
の
歌
で
は
、
植
え
た
人
は
亡
く
な
っ
て
も
、
花
の
匂
い
は
変
わ
ら

な
い
と
い
う
、
時
間
の
経
過
で
変
化
す
る
人
と
そ
の
ま
ま
に
存
在
す
る
花
と

が
対
比
さ
れ
て
お
り
、『
千
載
集
』
範
永
詠
は
、
義
忠
の
植
え
た
桜
を
形
見
と

し
て
、
弔
問
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
首
と
も
に
、
植
え
た

人
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
に
は
花
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、【
語

釈
】「
フ
ル
サ
ト
」
で
掲
出
し
た
貫
之
詠
の
、故
郷
や
人
の
姿
は
変
わ
っ
て
も
、

花
は
変
わ
ら
ず
に
存
在
す
る
と
い
う
詠
み
方
と
類
似
し
て
お
り
、「
故
郷
・
人
」

と
「
花
」
と
を
比
較
す
る
詠
み
方
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

当
該
歌
は
花
が
主
格
で
は
あ
る
が
、
こ
の
背
後
に
は
、
故
郷
と
花
を
植
え
た

人
へ
の
愛
惜
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
【
語
釈
】「
ウ
ヱ
オ
キ
シ
ハ
ナ
ヽ
カ
リ
セ
バ
」
で
掲
げ
た
『
公
任
集
』
に
つ

い
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』
本
文
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
）
で
は
、
二
の
詞
書
が

「
お
な
じ
所
に
紅
梅
う
ゑ
た
り
つ
る
に
は
じ
め
て
花
さ
き
た
る
に
お
は
し
た

り
け
る
に
、
女
御
の
御
も
と
に
」
と
あ
り
、
二
を
公
任
、
三
を
諟
子
の
作
と

し
て
い
る
。
だ
が
、
榊
原
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
は
「
女
御
の
御
も
と
よ

り
」
と
あ
る
た
め
、
作
者
は
反
対
に
な
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
竹
鼻
績

『
公
任
集
注
釈
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、「
女
御
の
御
も
と

に
」
の
本
文
に
つ
い
て
、「
三
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
歌
が
公
任
と
女
御
の
贈
答
歌

（
四
〇
二
・
四
〇
三
）
と
し
て
み
え
、
作
者
を
諟
子
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
れ
に
整
合
す
る
よ
う
に
詞
書
を
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
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本
稿
で
は
、『
公
任
集
注
釈
』
に
従
い
、
元
の
詞
書
本
文
は
「
女
御
の
御
も
と

よ
り
」
で
あ
っ
た
と
考
え
、
諟
子
か
ら
歌
を
詠
ん
だ
と
解
し
た
。�

（
持
田
）

　
　
　
　

三
月
許
ニ
ワ
ツ
ラ
フ
コ
ト
侍
ケ
レ
ハ

　
　
　
　

花
薗
左
大
臣
ノ
モ
ト
ヘ
タ
テ
マ
ツ
ラ

　
　
　
　

セ
給
ケ
ル　
　
　
　

越
後

234　

カ
セ
ヲ
イ
ト
フ
コ
ヽ
ロ
ハ
ヽ
ナ
ニ
オ
ト
ラ
ネ
ト

　
　
　

ワ
レ
ヲ
ハ
オ
シ
ム
人
ノ
ナ
キ
カ
ナ

【
整
定
本
文
】

　
　

三
月
許
ニ
ワ
ヅ
ラ
フ
コ
ト
侍
ケ
レ
バ
、
花
薗
左
大
臣
ノ
モ
ト
ヘ
タ
テ
マ

　
　

ツ
ラ
セ
給
ケ
ル�

越
後

カ
ゼ
ヲ
イ
ト
フ
コ
ヽ
ロ
ハ
ヽ
ナ
ニ
オ
ト
ラ
ネ
ド
ワ
レ
ヲ
バ
ヲ
シ
ム
人
ノ
ナ
キ

カ
ナ

【
現
代
語
訳
】

　
　

三
月
頃
に
患
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
花
園
左
大
臣
の
も
と
へ
差

　
　

し
上
げ
な
さ
っ
た�
越
後

私
が
風
病
を
厭
う
気
持
ち
は
、
花
が
そ
の
身
を
吹
き
散
ら
す
風
を
厭
う
の
に

劣
り
ま
せ
ん
が
、（
散
る
花
を
惜
し
む
人
が
大
勢
い
る
の
と
は
違
い
、）
私
の

こ
と
な
ど
惜
し
む
人
は
い
な
い
こ
と
で
す
よ
。

【
作
者
】
越
後
。
生
没
年
未
詳
。
越
後
守
藤
原
季
綱
女
（
和
歌
色
葉
）。
花
園

左
大
臣
源
有
仁
の
乳
母
。『
今
鏡
』「
御
子
た
ち　

第
八　

花
の
あ
る
じ
」
で

は
小
大
進
と
並
ん
で
「
名
高
き
女
歌
詠
み
」
と
評
さ
れ
、
見
事
な
鎖
連
歌
の

付
け
合
い
が
後
々
ま
で
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
有
仁
は
詩
歌
管
絃

に
秀
で
た
風
流
人
で
あ
り
、
越
後
も
そ
の
女
房
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
才
媛

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
神
祇
伯
源
顕
仲
勧
進
の
南
宮
歌
合
に
出
詠
。「
内
大
臣

家
越
後
」
の
名
で
『
金
葉
集
』
に
五
首
入
集
。
な
お
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
三

条
源
氏
・
刑
部
大
輔
定
信
男
の
保
信
の
母
に
「
越
後
守
藤
原
季
綱
女
」
と
あ

る
。
ま
た
有
仁
の
父
輔
仁
親
王
は
「
三
宮
」
と
称
さ
れ
た
が
、『
千
載
集
』
恋

二
・
七
二
八
番
の
作
者
「
三
宮
家
越
後
」、
そ
し
て
『
続
詞
花
集
』
に
四
首
入

り
、
八
二
五
番
詞
書
か
ら
三
宮
に
仕
え
て
い
た
と
思
し
い
「
越
後
」
も
、
同

一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。《
参
考
文
献
》
関
本
万
利
子
「
勅
撰
集
の
女
流

歌
人
―
花
園
左
大
臣
家
越
後
」（『
学
苑
』
一
四
七
、一
九
五
三
年
五
月
）

【
語
釈
】
○○
花
薗
左
大
臣　

→
235
【
作
者
】
参
照
。
源
有
仁
。
○○
カ
ゼ
ヲ
イ

ト
フ　

風
の
詠
ま
れ
方
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
花
や
紅
葉
を
散
ら
す
も
の
と

し
て
詠
ま
れ
る
例
は
多
い
。
そ
の
際
は
、「
さ
く
ら
ば
な
さ
か
ば
ち
り
な
ん
と

お
も
ふ
よ
り
か
ね
て
も
か
ぜ
の
い
と
は
し
き
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
・

八
一
・
永
源
法
師
）
の
よ
う
に
厭
う
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
逆

に
「
ふ
く
風
を
な
に
い
と
ひ
け
む
む
め
の
花
ち
り
く
る
と
き
ぞ
か
は
ま
さ
り

け
る
」（
躬
恒
集
・
一
一
九
）
の
よ
う
に
肯
定
的
に
詠
む
例
も
存
す
る
。
ま

た
贈
答
歌
で
は
、「
風
」
に
風
病
の
意
を
掛
け
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

例
え
ば
『
皇
太
后
宮
大
進
集
』
で
は
、「
皇
后
宮
に
さ
ぶ
ら
ひ
し
に
、
民
部
卿

し
げ
の
り
ま
ゐ
ら
れ
て
た
ち
い
で
て
、
花
み
よ
と
侍
り
し
を
、
か
ぜ
の
気
に

や
心
よ
か
ら
で
、
と
申
し
た
り
し
か
ば
」
の
詞
書
に
続
き
、「
か
ぜ
ゆ
ゑ
に
は

な
を
い
と
ふ
と
き
き
つ
れ
ば
は
る
の
と
も
と
は
た
れ
と
見
る
べ
き
」（
二
〇
）

の
贈
歌
と
、
そ
れ
に
対
す
る
返
歌
「
花
ゆ
ゑ
に
か
ぜ
を
い
と
ふ
と
せ
し
程
に

か
ぜ
さ
へ
は
な
を
い
と
ふ
名
ぞ
た
つ
」（
二
一
）
が
載
る
。
ま
た
「
風
を
い

と
ふ
は
な
の
あ
た
り
は
い
か
が
と
て
よ
そ
な
が
ら
こ
そ
お
も
ひ
や
り
つ
れ
」

（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
七
一
）
も
、
病
で
花
見
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
折

の
贈
答
の
返
歌
で
あ
る
。
当
該
歌
の
「
風
」
に
も
風
病
の
意
が
掛
け
ら
れ
て

お
り
、「
私
が
風
病
を
嫌
が
る
」
と
「
花
が
風
を
嫌
が
る
」
の
二
つ
の
内
容
を
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表
し
て
い
る
。
○○
コ
ヽ
ロ
ハ
ヽ
ナ
ニ
オ
ト
ラ
ネ
ド　
「
～
に
劣
ら
ね
ど
」
と

い
う
表
現
が
、「
わ
が
恋
は
織
女
つ
め
に
お
と
ら
ね
ど
あ
ふ
よ
を
い
つ
と
し
ら

ず
も
あ
る
か
な
」（
宇
津
保
物
語
・
八
五
・
行
政
）、「
き
み
こ
ふ
る
な
み
だ
は

ゆ
き
に
お
と
ら
ね
ど
き
え
の
こ
り
け
る
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
」（
行
尊
大
僧
正

集
・
一
五
〇
）
の
よ
う
に
上
の
句
に
置
か
れ
た
場
合
、「
～
に
比
べ
て
劣
ら
な

い
が
」
と
上
の
句
で
共
通
性
を
述
べ
つ
つ
、
下
の
句
で
差
異
を
示
す
構
造
に

な
る
。
当
該
歌
に
お
い
て
は
、
風
を
厭
う
心
が
花
と
共
通
す
る
こ
と
を
上
の

句
で
示
し
、
し
か
し
一
方
、
人
に
惜
し
ま
れ
る
と
い
う
点
で
は
花
と
自
分
は

異
な
る
の
だ
と
下
の
句
で
述
べ
る
。
花
を
擬
人
化
し
、
そ
の
心
を
詠
う
例
と

し
て
は
、「
う
ち
は
へ
て
は
る
は
さ
ば
か
り
の
ど
け
き
を
花
の
心
や
な
に
い
そ

ぐ
ら
ん
」（
後
撰
集
・
春
下
・
九
二
・
深
養
父
）、「
は
る
か
ぜ
は
ふ
く
と
も
ち

る
な
さ
く
ら
ば
な
花
の
こ
こ
ろ
を
わ
れ
に
な
し
つ
つ
」（
高
陽
院
七
番
歌
合
・

二
・
通
俊
）
等
が
あ
る
。
た
だ
し
当
該
歌
の
「
に
」
を
、
比
較
す
る
基
準
を

示
す
の
で
は
な
く
、
動
作
・
態
度
の
関
わ
る
対
象
を
示
す
格
助
詞
と
解
釈
す

れ
ば
、「
風
を
厭
う
心
は
花
に
対
し
て
感
じ
る
の
に
劣
ら
な
い
が
」
と
な
り
、

こ
ち
ら
の
解
釈
も
成
立
し
得
る
か
。○○
ワ
レ
ヲ
バ　
「
を
ば
」は
、格
助
詞「
を
」

に
係
助
詞
「
は
」
が
付
き
、「
は
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
。
強
調
の
意
を
持
つ
。

当
該
歌
で
は
、
人
々
か
ら
惜
し
ま
れ
る
花
と
比
べ
て
、
そ
う
で
は
な
い
「
我
」

を
強
調
し
、「
私
の
こ
と
な
ん
て
誰
も
惜
し
ん
で
く
れ
な
い
の
で
す
」
と
拗
ね

て
見
せ
て
い
る
。
○○
人
ノ
ナ
キ
カ
ナ　

結
句
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
措
辞

で
、「
白
妙
に
に
ほ
ふ
か
き
ね
の
卯
花
の
う
く
も
き
て
と
ふ
人
の
な
き
か
な
」

（
後
撰
集
・
夏
・
一
五
四
「
と
も
だ
ち
の
と
ぶ
ら
ひ
ま
で
こ
ぬ
こ
と
を
う
ら

み
つ
か
は
す
と
て
」
読
人
不
知
）、「
く
り
か
へ
し
わ
れ
は
こ
ふ
れ
ど
も
ろ
か

づ
ら
も
ろ
心
な
る
ひ
と
の
な
き
か
な
」（
相
模
集
・
五
八
三
）
の
よ
う
に
、

拗
ね
て
み
せ
た
り
孤
独
を
嘆
い
た
り
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
例
が
目
立
つ
。

当
該
歌
で
も
こ
の
型
に
則
し
て
、
拗
ね
た
振
る
舞
い
を
見
せ
て
い
る
。

【
補
説
】
花
園
左
大
臣
源
有
仁
の
乳
母
越
後
と
、
そ
の
主
家
た
る
有
仁
と
の

贈
答
歌
に
お
け
る
贈
歌
。詞
書
に
よ
る
と
三
月
、折
し
も
桜
花
の
季
節
で
あ
っ

た
た
め
、「
風
」
に
風
病
の
意
を
掛
け
、
風
で
散
る
花
と
病
身
の
自
ら
を
引
き

比
べ
て
一
首
を
仕
立
て
て
い
る
。
病
に
よ
る
心
細
さ
の
せ
い
か
、
我
が
身
を

気
に
掛
け
て
欲
し
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。【
作
者
】
で

記
し
た
通
り
、
越
後
は
有
仁
の
父
輔
仁
親
王
の
代
か
ら
三
宮
家
に
仕
え
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
有
仁
家
を
代
表
す
る
よ
う
な
才
媛
女
房
で

あ
っ
た
。
乳
母
と
い
う
立
場
や
当
該
歌
の
内
容
を
鑑
み
る
と
、
越
後
と
有
仁

と
は
極
め
て
親
し
く
、
気
心
の
知
れ
た
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

�

（
小
林
）

　
　
　
　

返
シ　
　
　
　

左
大
臣

235　

カ
セ
ハ
ヤ
ミ
キ
ミ
ヲ
ソ
ワ
レ
ハ
オ
シ
ミ
ツ
ル

　
　
　

チ
ル
ト
モ
ハ
ナ
ハ
マ
タ
モ
サ
キ
ナ
ン

【
整
定
本
文
】　　

返
シ�

左
大
臣

カ
ゼ
ハ
ヤ
ミ
キ
ミ
ヲ
ゾ
ワ
レ
ハ
ヲ
シ
ミ
ツ
ル
チ
ル
ト
モ
ハ
ナ
ハ
マ
タ
モ
サ
キ

ナ
ン

【
現
代
語
訳
】　　

返
し�

左
大
臣

風
病
が
重
い
よ
う
で
す
の
で
、
私
は
あ
な
た
の
こ
と
こ
そ
気
が
か
り
で
、
大

切
に
思
っ
て
い
ま
す
。
風
が
激
し
い
と
花
は
散
る
で
し
ょ
う
が
、
花
は
散
っ

た
と
し
て
も
再
び
咲
く
で
し
ょ
う
。（
し
か
し
、
あ
な
た
は
こ
の
世
に
た
っ

た
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
な
の
で
す
。）

【
作
者
】
源
有
仁
。
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
生
、
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）

没
。
父
は
後
三
条
天
皇
第
三
皇
子
輔
仁
親
王
、
母
は
源
師
忠
女
。
白
河
院
の
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猶
子
と
な
り
、
院
の
御
所
で
元
服
し
た
が
、
元
久
二
年
（
一
一
一
九
）
源
氏

姓
を
賜
っ
て
臣
籍
降
下
し
た
。
以
後
は
順
調
に
昇
進
を
続
け
、
二
十
歳
の
若

さ
で
内
大
臣
と
な
る
。
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
に
従
一
位
右
大
臣
、
保
延

二
年
（
一
一
三
六
）
に
左
大
臣
と
な
る
。
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
正
月
、

病
に
よ
り
官
を
辞
し
、
二
月
に
出
家
、
同
月
没
し
た
。
花
園
左
大
臣
と
号
す
。

眉
目
秀
麗
で
詩
歌
管
絃
に
秀
で
て
お
り
、
光
源
氏
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
（『
今
鏡
』）。『
金
葉
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
二
十
一
首
入
集
。
有
職

故
実
書
『
春
玉
秘
抄
』『
秋
玉
秘
抄
』、
日
記
『
花
園
左
大
臣
有
仁
公
記
（
園

槐
記
）』
な
ど
を
著
し
た
。《
参
考
文
献
》
加
畠
吉
春
「
源
有
仁
年
譜
―
〔
付
〕

有
仁
と
そ
の
文
学
サ
ロ
ン
」（『
平
安
朝
文
学
研
究
』
五
、一
九
九
六
年
一
二

月
）、
森
下
要
治
「
院
政
期
貴
族
社
会
の
音
楽
と
文
学
―
源
有
仁
の
音
楽
活

動
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
論
叢
』
九
、二
〇
一
三
年

一
二
月
）、
梅
田
径
「『
今
鏡
』
に
お
け
る
源
有
仁
家
の
描
き
方
―
鎖
連
歌
記

事
と
そ
の
情
報
源
―
」（『
六
条
藤
家
歌
学
書
の
生
成
と
伝
流
』
第
三
部
第
三

章　

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）

【
語
釈
】
○○
カ
ゼ
ハ
ヤ
ミ　

形
容
詞
「
は
や
し
」
の
語
幹
に
、
原
因
・
理
由

を
表
す
接
尾
語
「
み
」
が
つ
い
た
も
の
。
こ
こ
で
の
「
は
や
し
」
は
、
激
し

い
・
強
い
の
意
。
例
歌
と
し
て
、「
風
は
や
み
よ
し
の
の
山
の
桜
花
さ
か
ぬ
に

春
の
す
ぎ
ぬ
て
ふ
ら
ん
」（
元
輔
集
・
三
）、「
か
ぜ
は
や
み
あ
き
も
な
か
ば
に

な
り
ぬ
れ
ば
ち
り
く
る
こ
と
の
は
を
の
み
ぞ
ま
つ
」（
江
帥
集
・
四
八
八
）

な
ど
が
あ
る
。
贈
歌
と
同
じ
く
「
風
」
に
は
風
病
の
意
が
掛
か
っ
て
い
る
。

○○
キ
ミ
ヲ
ゾ　
「
ぞ
」
は
強
意
の
係
助
詞
。
あ
な
た
の
方
が
花
よ
り
も
ず
っ

と
大
切
な
の
だ
、
と
強
調
し
て
い
る
。
○○
ヲ
シ
ミ
ツ
ル　

二
句
目
「
ぞ
」
を

受
け
た
「
つ
」
が
係
り
結
び
で
連
体
形
と
な
っ
て
い
る
。「
惜
し
」
に
は
、

い
つ
く
し
む
・
残
念
だ
・
捨
て
が
た
い
等
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
「
大
切
に
思
う
・
い
つ
く
し
む
」
の
意
で
解
し
た
。
○○
マ
タ
モ
サ
キ

ナ
ン　
「
な
ん
」
は
完
了
の
「
ぬ
」
未
然
形
に
推
量
「
む
（
ん
）」
が
つ
い
た

も
の
。
確
述
を
表
し
、「
き
っ
と
ま
た
咲
く
だ
ろ
う
」
の
意
。
類
例
に
「
枝
し

あ
ら
ば
又
も
さ
き
な
む
風
よ
り
も
折
る
人
つ
ら
き
山
ざ
く
ら
か
な
」（
久
安

百
首
・
二
一
四
・
教
長
）、「
す
ぎ
に
け
る
わ
が
さ
か
り
を
ぞ
思
ふ
べ
き
う
つ

ろ
ふ
菊
は
又
も
さ
き
な
ん
」（
清
輔
集
・
一
九
〇
）
な
ど
。

【
補
説
】
越
後
の
歌
に
対
す
る
有
仁
の
返
歌
。
人
々
か
ら
惜
し
ま
れ
る
花
と

引
き
比
べ
、
我
が
身
な
ど
誰
も
惜
し
ん
で
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
嘆
く
越
後
詠

に
対
し
、
私
に
と
っ
て
は
花
よ
り
も
あ
な
た
の
方
が
何
よ
り
も
大
事
な
の
だ

と
返
す
。
乳
母
と
の
強
い
紐
帯
が
読
み
取
れ
る
一
首
で
あ
る
。
な
お
語
彙
の

異
同
が
大
き
い
た
め
【
他
出
】
と
し
て
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
同
じ
折
、
も

し
く
は
同
じ
歌
と
思
し
き
詠
が
『
今
鏡
』
と
『
玉
葉
集
』
に
次
の
よ
う
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
今
鏡
』
の
引
用
箇
所
は
、
有
仁
の
出
家
と
死
に
つ

い
て
語
っ
た
後
の
一
節
で
あ
る
。

〇�

『
今
鏡
』
御
子
た
ち　

第
八　

月
に
隠
る
る
山
の
端
（
引
用
は
、
竹
鼻
績

『
今
鏡
（
下
）
全
訳
注
』
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）

　
　
　

越
後
の
乳
母
、
風
い
た
み
け
る
こ
ろ
、
花
に
さ
し
て
、

　
　
　
　

�

わ
れ
は
た
だ
君
を
ぞ
惜
し
む
風
を
い
た
み
散
り
な
む
花
は
ま
た
も

咲
き
な
む

　
　

と
詠
み
給
ひ
け
る
を
、
乳
母
は
つ
ね
に
語
り
つ
つ
恋
ひ
申
し
け
る
。

〇
『
玉
葉
集
』
巻
十
四
・
雑
歌
一
・
一
八
七
四

　
　
　
　

�
乳
母
の
か
ぜ
お
こ
り
て
わ
づ
ら
ひ
侍
り
け
る
に
、
花
に
つ
け
て
つ

　
　
　
　

か
は
し
け
る�

花
園
左
大
臣

　
　

�

わ
れ
は
た
だ
君
を
ぞ
を
し
む
風
を
い
た
み
ち
り
な
ん
花
は
又
も
さ
き
な

ん
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右
の
『
今
鏡
』
と
『
玉
葉
集
』
の
歌
は
同
一
だ
が
、
こ
の
二
首
と
『
言
葉

集
』
収
載
歌
と
は
異
同
が
あ
る
。
ま
た
詠
歌
状
況
も
微
妙
に
異
な
る
た
め
、

有
仁
詠
は
『
言
葉
集
』
と
『
今
鏡
』『
玉
葉
集
』
と
で
異
な
る
解
釈
も
可
能

で
あ
る
。『
言
葉
集
』
が
収
め
る
贈
答
歌
の
形
で
は
、
花
と
人
（
越
後
）
と

を
対
比
さ
せ
る
越
後
詠
が
あ
る
た
め
、
そ
の
返
歌
で
あ
る
有
仁
詠
も
、「
花
よ

り
も
あ
な
た
の
方
が
大
切
で
す
」
と
花
と
人
を
対
比
さ
せ
た
解
釈
に
な
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
『
今
鏡
』『
玉
葉
集
』
で
は
越
後
の
贈
歌
が
な
い
う
え
、
有

仁
詠
が
咲
い
て
い
る
花
に
付
け
て
贈
ら
れ
て
い
る
た
め
、
有
仁
詠
は
「
去
年

散
っ
た
花
も
こ
う
し
て
再
び
咲
き
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
も
再
び

元
気
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
か
。

な
お
『
今
鏡
』
で
は
、
越
後
が
有
仁
の
死
後
、
事
に
つ
け
こ
の
有
仁
詠
の
こ

と
を
語
り
つ
つ
、
亡
き
主
君
を
追
慕
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
も
二
人
の
強
い
絆
が
見
て
取
れ
る
。�

（
小
林
）

　
　
　
　

□（
人
歟
）〳

〵
ク
シ
テ
白
河
花
ミ
侍
ケ
ル
ニ

　
　
　
　

女
車
ノ
心
ア
ル
サ
マ
ナ
リ
ケ
ル
カ

　
　
　
　

ヒ
ネ
モ
ス
ニ
ナ
カ
ム
ル
ケ
シ
キ

　
　
　
　

ナ
リ
ケ
レ
ハ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
□
（
昭
歟
）法
師
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ケ
フ
ハ
マ
ツ
キ
ミ
カ
ニ
ホ
ヒ
ノ
ミ
ニ
シ
ミ
テ

　
　
　

ハ
ナ
ハ
ヨ
ソ
ナ
ル
コ
ヽ
チ
コ
ソ
ス
レ

【
本
文
に
関
す
る
注
】
作
者
名
「
顕
昭
」、
重
書
。「
顕
」
の
下
は
「
為
」
か
。

【
整
定
本
文
】

　
　

�

人
〳
〵
グ
シ
テ
白
河
花
ミ
侍
ケ
ル
ニ
、
女
車
ノ
心
ア
ル
サ
マ
ナ
リ
ケ
ル

ガ
、
ヒ
ネ
モ
ス
ニ
ナ
ガ
ム
ル
ケ
シ
キ
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル

�

顕
昭
法
師

ケ
フ
ハ
マ
ヅ
キ
ミ
ガ
ニ
ホ
ヒ
ノ
ミ
ニ
シ
ミ
テ
ハ
ナ
ハ
ヨ
ソ
ナ
ル
コ
ヽ
チ
コ
ソ

ス
レ

【
現
代
語
訳
】

　
　

�

人
々
と
連
れ
立
っ
て
白
河
の
花
を
見
ま
し
た
折
に
、
女
車
で
風
雅
な
た

た
ず
ま
い
で
あ
る
の
が
、
一
日
中
（
花
を
）
眺
め
て
い
る
様
子
だ
っ
た

　
　

の
で
、
言
い
遣
り
ま
し
た�

顕
昭
法
師

今
日
は
（
花
よ
り
も
）
何
よ
り
も
先
に
あ
な
た
の
美
し
さ
が
身
に
し
み
て
感

じ
ら
れ
、（
こ
こ
に
来
た
本
来
の
目
的
で
あ
る
）
桜
の
花
の
方
は
（
私
の
関
心

と
は
）
無
関
係
な
所
に
あ
る
気
持
が
し
ま
す
。

【
作
者
】
顕
昭
→　

299
【
作
者
】

【
語
釈
】
○○
人
〳
〵
グ
シ
テ　
「
具
す
」
は
連
れ
立
つ
意
。
幾
人
か
が
誘
い
合

わ
せ
連
れ
立
っ
て
観
桜
に
出
か
け
る
こ
と
に
用
い
た
例
は
、「
人
人
あ
ま
た
ぐ

し
て
は
な
見
あ
り
き
に
」（
金
葉
集
・
雑
下
・
六
〇
六
）、「
人
人
あ
ま
た
ぐ
し

て
花
見
侍
り
し
に
法
勝
寺
に
て
」（
頼
政
集
・
四
四
）、「
白
河
に
て
殿
上
人
人

は
な
み
侍
り
け
る
に
い
ざ
な
ひ
ぐ
し
て
」（
師
光
集
・
一
九
）
等
の
詞
書
に

見
え
る
。
当
歌
詞
書
の
「
人
〳
〵
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
不

明
。
風
雅
を
共
に
す
る
歌
人
仲
間
で
あ
っ
た
か
。
○○
白
河　

京
都
の
北
東
部
、

鴨
川
と
白
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、
北
は
近
衛
大
路
末
、
南
は
三
条
坊
門
小

路
末
に
限
ら
れ
た
、
東
西
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
呼
ぶ
（
美
川
圭
「
京
・
白
河
・
鳥
羽
」、
元
木
泰
雄
編
『
院
政
の
展

開
と
内
乱
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
二
年
）。
現
在
の
京
都
市
左
京
区
の
一
部
。

貴
族
の
別
業
地
で
あ
っ
た
が
、
院
政
期
に
は
六
勝
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
早
く

か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、「
た
か
く
ら
の
一
宮
の
女
房
花
み
に
白
河

に
ま
か
れ
り
け
る
に
よ
み
は
べ
り
け
る
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
一
一
九
・
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伊
賀
少
将
）、「
賀
茂
重
保
人
人
い
ざ
な
ひ
て
、
白
河
の
は
な
み
に
侍
り
け
る

に
よ
め
る
」（
月
詣
集
・
一
八
二
・
俊
恵
）、「
白
川
の
花
の
さ
か
り
に
、
人
の

い
ざ
な
ひ
侍
り
し
か
ば
、
見
に
ま
か
り
て
か
へ
り
し
に
」（
西
行
上
人
家
集
・

一
二
一
）
等
、
白
河
へ
花
見
に
出
か
け
て
詠
歌
し
た
こ
と
を
示
す
詞
書
は
多

い
。
○○
女
車　

宮
中
の
女
房
等
が
外
出
の
際
に
用
い
る
牛
車
。
男
性
用
よ
り

も
少
し
小
型
で
、
簾
の
下
か
ら
下
簾
の
裾
を
垂
ら
す
。「
ま
つ
り
見
け
る
女

車
よ
り
か
は
ほ
り
を
お
と
し
た
り
け
る
を
と
り
て
、
か
き
つ
け
て
つ
か
は
し

け
る
」（
続
詞
花
集
・
九
七
〇
・
道
信
）、「
さ
が
の
に
ま
か
り
て
、
女
ぐ
る
ま

あ
ひ
た
る
に
、
か
く
い
ふ
」（
江
帥
集
・
二
七
九
）、「
あ
め
こ
ち
た
く
ふ
り
し

日
、
し
ら
か
は
に
は
な
み
あ
り
き
は
べ
り
し
に
、
法
し
よ
う
じ
の
常
行
だ
う

の
か
た
に
、
い
み
じ
く
ぬ
れ
た
る
女
ぐ
る
ま
の
み
る
が
り
い
ひ
や
る
」（
実

家
集
・
四
七
）
等
の
詞
書
が
諸
集
に
見
え
、
物
見
等
で
外
出
し
た
女
性
に
対

し
、
そ
れ
を
見
か
け
た
男
性
が
言
い
掛
け
る
契
機
を
作
る
装
置
と
も
な
っ
た
。

○○
心
ア
ル
サ
マ　

行
き
届
い
た
心
用
意
を
感
じ
さ
せ
て
風
情
の
あ
る
様
子
。

乗
車
す
る
人
物
の
風
流
心
や
教
養
を
示
唆
す
る
。
○○
ヒ
ネ
モ
ス
ニ　

一
日
中
。

○○
キ
ミ
ガ
ニ
ホ
ヒ　

あ
な
た
（
女
車
に
乗
る
人
物
）
の
魅
力
。「
視
覚
的
な

美
し
さ
」
よ
り
も
、
こ
こ
で
は
「
女
車
ノ
心
ア
ル
サ
マ
」
か
ら
感
じ
取
れ
る

女
性
の
教
養
や
セ
ン
ス
等
、
全
体
の
雰
囲
気
の
す
ば
ら
し
さ
を
指
す
。「
君

が
匂
ひ
」
は
十
例
ほ
ど
が
残
る
の
み
の
稀
少
な
措
辞
で
あ
る
。
具
平
親
王
が

正
月
に
来
訪
し
た
藤
原
公
任
に
対
し
翌
日
贈
っ
た
、「
あ
か
ざ
り
し
君
が
に
ほ

ひ
の
こ
ひ
し
さ
に
梅
の
花
を
ぞ
け
さ
は
折
り
つ
る
」（
拾
遺
集
・
雑
春
・

一
〇
〇
五
。
拾
遺
抄
・
三
七
七
、
公
任
集
・
一
八
、
為
頼
集
・
三
一
に
も
入

る
）
が
用
例
と
し
て
早
く
、
後
代
の
作
例
も
、「
あ
か
ざ
り
し
き
み
が
に
ほ
ひ

を
待
ち
え
て
ぞ
く
も
ゐ
の
さ
く
ら
色
を
そ
へ
け
る
」（
源
家
長
日
記
・
二
・

通
親
）
の
よ
う
に
、
具
平
歌
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
236
番
歌
に
お
い
て
も
具

平
歌
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
同
歌
初
句
の
「
あ
か
ざ
り
し
」
は

取
り
込
ま
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、「
見
て
も
見
て
も
堪
能
し
尽
く
せ
な
い
あ

な
た
の
雰
囲
気
の
す
ば
ら
し
さ
」
の
意
を
籠
め
た
の
で
は
な
い
か
。
○○
ミ
ニ

シ
ミ
テ　

す
ば
ら
し
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
。「
匂
ひ
」
と
「
染
み
」
が

縁
語
と
な
り
、
女
車
に
乗
る
女
性
の
魅
力
が
、
詠
作
主
に
と
っ
て
染
ま
り
付

く
香
り
の
ご
と
く
深
い
印
象
を
残
し
た
こ
と
を
示
す
。
○○
ハ
ナ
ハ
ヨ
ソ
ナ
ル　

「
よ
そ
」は
、自
分
と
は
無
関
係
で
あ
る
意
。桜
の
花
を
観
賞
す
る
た
め
に
や
っ

て
来
た
が
、
自
分
の
関
心
は
花
と
は
別
の
対
象
に
移
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ

の
句
に
は
、
顕
昭
の
養
父
顕
輔
の
、「
か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
山
の
さ
く
ら
花

雲
井
の
よ
そ
に
み
て
や
過
ぎ
な
ん
」（
千
載
集
・
春
上
・
五
六
）
が
意
識
さ

れ
て
い
る
か
。
顕
輔
歌
は
、
愛
着
の
対
象
た
る
桜
の
花
が
遙
か
に
手
の
届
か

な
い
高
み
に
咲
く
様
を
、「
自
分
と
は
無
関
係
だ
」
の
意
で
「
よ
そ
」
と
表
現

し
た
が
、
236
番
歌
は
「
よ
そ
」
の
意
を
一
捻
り
さ
せ
て
、
桜
が
愛
着
の
対
象

範
囲
か
ら
外
れ
た
こ
と
を
表
現
す
る
。
詠
歌
史
に
学
ん
だ
措
辞
表
現
に
新
た

な
趣
向
を
加
え
て
珍
し
さ
を
出
そ
う
と
す
る
顕
昭
の
工
夫
が
見
て
取
れ
る
。

【
補
説
】「
匂
ひ
」
は
原
義
的
に
は
「
つ
や
つ
や
と
映
え
る
美
し
さ
」
を
示
す

語
で
、
和
歌
に
お
い
て
は
、「
よ
そ
な
が
ら
を
し
き
さ
く
ら
の
に
ほ
ひ
か
な
た

れ
わ
が
や
ど
の
花
と
み
る
ら
ん
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
一
一
五
・
坂
上
定
成
）、

「
春
を
へ
て
に
ほ
ひ
を
そ
ふ
る
山
ざ
く
ら
花
は
お
い
こ
そ
さ
か
り
な
り
け
れ
」

（
千
載
集
・
春
上
・
七
一
・
仲
正
）
の
よ
う
に
、
桜
の
花
の
美
し
さ
を
示
す

こ
と
も
多
い
。
236
番
歌
で
は
こ
の
用
法
を
踏
ま
え
て
、「
花
見
に
来
た
の
だ
か

ら
、
本
来
な
ら
桜
の
美
し
さ
を
堪
能
す
る
と
こ
ろ
な
の
に
、
花
な
ら
ぬ
あ
な

た
の
風
情
に
心
惹
か
れ
た
」
と
詠
む
。
な
お
、「
花
」
に
つ
い
て
「
身
に
し
む
」

と
表
現
し
た
例
と
し
て
は
、俊
成
が
別
雷
社
歌
合
の
「
花
」
題
で
詠
ん
だ
、「
身

に
し
め
し
そ
の
神
山
の
さ
く
ら
花
雪
ふ
り
ぬ
れ
ど
か
は
ら
ざ
り
け
り
」（
長
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秋
詠
藻
・
四
七
四
、
月
詣
集
・
一
〇
九
）
が
早
い
。

　

物
見
や
法
会
聴
聞
等
の
た
め
に
車
で
外
出
し
た
女
性
に
対
し
て
、
こ
れ
を

見
か
け
た
男
性
が
歌
を
詠
み
か
け
る
話
は
、
例
え
ば
、『
伊
勢
物
語
』
九
十
九

段
に
「
む
か
し
、
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
、
む
か
ひ
に
立
て
た
り
け
る

車
に
、
女
の
顔
の
、
下
簾
よ
り
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
、
中
将
な
り
け
る
男

の
よ
み
て
や
り
け
る
」
と
見
え
る
（『
大
和
物
語
』
百
六
十
六
段
に
も
同
話

が
載
り
、女
性
が
乗
車
し
て
い
た
の
は
「
よ
し
あ
る
車
」
と
記
さ
れ
る
）。『
後

撰
集
』
雑
二
に
は
、「
か
す
が
に
ま
う
で
け
る
道
に
さ
ほ
河
の
ほ
と
り
に
、
は

つ
せ
よ
り
か
へ
る
女
ぐ
る
ま
の
あ
ひ
て
侍
り
け
る
が
、
す
だ
れ
の
あ
き
た
る

よ
り
は
つ
か
に
見
い
れ
け
れ
ば
、
あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
女
の
、
心
ざ
し
ふ

か
く
思
ひ
か
は
し
な
が
ら
、
は
ば
か
る
事
侍
り
て
、
あ
ひ
は
な
れ
て
六
七
年

ば
か
り
に
な
り
侍
り
に
け
る
女
に
侍
り
け
れ
ば
、
か
の
く
る
ま
に
い
ひ
い
れ

侍
り
け
る
」
の
詞
書
で
、
閑
院
左
大
臣
（
藤
原
冬
嗣
）
が
愛
情
を
残
し
な
が

ら
別
れ
た
女
性
と
の
思
い
が
け
な
い
再
会
に
際
し
て
贈
っ
た
作
が
載
る

（
一
一
八
一
）。【
語
釈
】「
女
車
」
項
に
掲
げ
た
用
例
を
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、

車
に
乗
る
女
性
を
見
か
け
て
心
を
動
か
し
た
男
性
が
交
渉
を
試
み
よ
う
と
す

る
場
面
設
定
は
、
物
語
の
発
端
を
形
づ
く
る
一
つ
の
型
と
し
て
継
承
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
236
番
歌
も
真
率
な
恋
心
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
文
学

的
な
伝
統
を
踏
ま
え
た
戯
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
歌
集
詞
書
に
お
い
て
、
恋
愛
に
関
す
る
状
況
を

こ
と
さ
ら
に
歌
物
語
の
よ
う
に
表
現
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

浅
田
徹
「
中
世
歌
物
語
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
―
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

中
期
の
動
向
」（
浅
田
徹
他
篇
『
和
歌
史
の
中
世
か
ら
近
世
へ
』
花
鳥
社
、

二
〇
二
〇
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。�

（
中
村
）

　
　
　
　

返　
　
　
　
　

建
春
門
院
右
衛
門
佐

237　

サ
キ
ニ
ホ
フ
ハ
ナ
ノ
ア
タ
リ
ニ
タ
ツ
ネ
キ
テ

　
　
　

ウ
ツ
ル
コ
ヽ
ロ
ノ
ホ
ト
ヲ
シ
リ
ヌ
ル

【
整
定
本
文
】　　

返�

建
春
門
院
右
衛
門
佐

サ
キ
ニ
ホ
フ
ハ
ナ
ノ
ア
タ
リ
ニ
タ
ヅ
ネ
キ
テ
ウ
ツ
ル
コ
ヽ
ロ
ノ
ホ
ド
ヲ
シ
リ

ヌ
ル

【
現
代
語
訳
】　　

返
歌�

建
春
門
院
右
衛
門
佐

美
し
く
咲
き
誇
る
桜
の
花
の
近
く
ま
で
尋
ね
て
来
て
、
桜
に
惹
か
れ
る
（
私

自
身
の
）
気
持
の
深
さ
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。
美
し
く
咲
く
桜
を
見
に
来
て

（
私
に
声
を
掛
け
た
り
す
る
）
あ
な
た
の
心
が
ど
ん
な
に
移
り
気
な
の
か
そ

の
程
度
が
分
か
り
ま
し
た
。

【
作
者
】
建
春
門
院
右
衛
門
佐
。
三
井
寺
の
法
眼
長
慶
（
藤
原
教
長
男
）
の
女
。

母
は
藤
原
顕
良
（
忠
家
男
）
の
女
。
高
松
院
（
二
条
天
皇
后
）
に
そ
の
中
宮

時
代
か
ら
出
仕
し
、
後
に
建
春
門
院
に
仕
え
た
。『
た
ま
き
は
る
』
の
「
女

房
名
寄
」
に
「
右
衛
門
佐　

高
松
の
院
の
女
房
。
長
慶
得
業
が
女
。
こ
の
ご

ろ
の
宗
経
の
中
将
の
母
な
り
」
と
見
え
る
。
禅
智
法
印
（
藤
原
俊
忠
男
）
と

の
間
に
生
ん
だ
女
も
、「
左
京
大
夫
」
の
名
で
建
春
門
院
に
仕
え
た
。
仁
安
三

年
（
一
一
六
八
）
十
月
に
藤
原
実
国
が
主
導
し
て
催
さ
れ
た
大
井
川
へ
の
観

楓
逍
遙
に
加
わ
り
和
歌
を
詠
ん
だ
（
大
阪
・
金
剛
寺
蔵
『
宝
筐
印
陀
羅
尼
経

料
紙
和
歌
』
紙
背
）。『
古
今
著
聞
集
』「
和
歌
」
に
、
藤
原
宗
家
の
北
の
方

で
あ
っ
た
「
後
白
河
院
女
房
右
衛
門
佐
」
が
、
夫
の
疎
遠
を
嘆
い
て
詠
歌
し

た
と
こ
ろ
、
関
係
が
修
復
さ
れ
た
と
い
う
説
話
が
載
り
、
後
白
河
院
に
も
兼

参
し
て
い
た
ら
し
い
。
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
に
行
わ
れ
た
藤
原
良
経
主

催
の
女
房
八
人
百
首
（
六
百
番
歌
合
の
後
番
百
首
）
の
作
者
と
な
り
、
こ
の

折
の
作
が
『
新
古
今
集
』
に
入
集
す
る
。
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
正
月
の
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朝
覲
行
幸
に
際
し
て
歌
を
献
じ
て
お
り
（
源
家
長
日
記
）、
こ
の
頃
ま
で
の

生
存
が
確
認
で
き
る
。『
新
古
今
集
』
に
一
首
入
集
し
た
ほ
か
、
勅
撰
集
に

計
八
首
入
集
。『
続
詞
花
集
』
等
に
も
入
る
。
ほ
と
ん
ど
の
和
歌
事
績
は
「
高

松
院
右
衛
門
佐
」
の
名
で
残
る
が
、
文
治
二
年
歌
合
に
の
み
「
前
建
春
門
院

右
衛
門
佐
」
の
名
で
出
詠
す
る
。《
参
考
文
献
》
久
保
田
淳
「
高
松
院
右
衛

門
佐
と
そ
の
周
辺
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）

【
語
釈
】
○○
サ
キ
ニ
ホ
フ　

色
美
し
く
咲
き
誇
る
。『
万
葉
集
』
か
ら
用
例
が

見
え
る
。「
桜
の
花
」
の
様
態
と
し
て
用
い
た
例
に
、「
さ
き
に
ほ
ふ
花
の
あ

た
り
は
春
な
が
ら
た
え
せ
ぬ
や
ど
の
み
ゆ
き
と
ぞ
み
る
」（
千
載
集
・
春
上
・

五
二
・
藤
原
基
忠
）、「
さ
き
に
ほ
ふ
花
の
け
し
き
を
み
る
か
ら
に
神
の
心
ぞ

空
に
知
ら
る
る
」（
新
古
今
集
・
神
祇
・
一
九
〇
六
・
白
河
院
）
が
あ
る
。

○○
タ
ヅ
ネ
キ
テ　

探
し
求
め
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
て
。【
補
説
】
参
照
。

○○
ウ
ツ
ル
コ
ヽ
ロ　
「
花
の
色
に
う
つ
る
心
は
や
ま
ざ
く
ら
か
す
み
の
ま
よ

り
思
ひ
そ
め
て
き
」（
隆
信
集
・
四
七
三
）
の
よ
う
に
、「
心
惹
か
れ
る
」
意

で
用
い
る
場
合
と
、「
菊
の
花
う
つ
る
心
を
お
く
し
も
に
か
へ
り
ぬ
べ
く
も
お

も
ほ
ゆ
る
か
な
」（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
五
二
「
わ
す
れ
侍
り
に
け
る
女
に
つ

か
は
し
け
る
」
読
人
不
知
）、「
は
な
ご
と
に
う
つ
る
こ
こ
ろ
の
い
ろ
に
い
で

て
ひ
と
の
あ
だ
な
を
あ
き
や
た
つ
ら
ん
」（
頼
宗
集
・
四
四
）
の
よ
う
に
、「
心

変
わ
り
す
る
」「
移
り
気
で
あ
る
」
意
で
用
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

詠
者
の
桜
の
花
へ
の
耽
美
を
前
者
の
意
で
、
作
者
へ
の
恋
心
を
詠
ん
で
よ
こ

し
た
顕
昭
の
姿
勢
を
後
者
の
意
で
表
現
す
る
。

【
補
説
】
三
句
「
尋
ね
来
て
」
の
動
作
主
体
は
、詠
者
（
建
春
門
院
右
衛
門
佐
）

と
も
、
返
歌
の
対
象
（
顕
昭
）
と
も
解
し
う
る
。
四
句
「
移
る
心
」
の
意
は

【
語
釈
】
に
示
し
た
通
り
で
、
詠
作
主
体
が
そ
の
「
ホ
ド
ヲ
知
」
っ
た
対
象

と
し
て
、
二
通
り
の
内
容
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
尋
ね
求
め
て
き
た
桜
を
前

に
し
て
、
詠
者
が
再
認
識
し
た
桜
に
強
く
惹
か
れ
る
自
ら
の
心
の
意
と
、
歌

を
詠
み
か
け
恋
心
を
示
し
た
顕
昭
に
対
し
切
り
返
し
て
述
べ
た
「
移
り
気
な

あ
な
た
の
心
」
の
意
で
あ
る
。
三
句
「
タ
ヅ
ネ
キ
テ
」
は
こ
の
下
句
の
二
つ

の
内
容
と
連
関
す
る
と
解
し
、
表
向
き
は
桜
の
美
し
さ
へ
の
耽
美
を
詠
む
と

見
せ
つ
つ
、
そ
の
裏
側
に
顕
昭
へ
の
親
し
み
を
込
め
た
揶
揄
を
潜
ま
せ
た
作

と
捉
え
て
訳
出
し
た
。
な
お
、
顕
昭
が
「
君
が
匂
ひ
の
身
に
し
み
て
」
と
言

い
掛
け
た
の
に
対
し
、右
衛
門
佐
歌
で
は「
匂
ふ
」の
は
自
分
で
は
な
く「
花
」

で
あ
る
と
切
り
返
し
、さ
ら
に
「
移
る
心
」
の
表
現
に
よ
っ
て
、贈
歌
の
「
身
」

「
し
む
」
に
対
応
さ
せ
る
な
ど
、
知
的
技
巧
を
凝
ら
し
て
い
る
。
237
歌
内
に

お
い
て
は
、「
ニ
ホ
フ
ー
ウ
ツ
ル
」
が
「
ハ
ナ
」
を
結
節
点
と
す
る
寄
せ
を
形

成
す
る
が
、
236
歌
と
の
対
応
に
お
い
て
は
、「
ニ
ホ
ヒ
」
が
「
ミ
ニ
シ
ミ
」
た

と
す
る
顕
昭
の
真
率
な
告
白
を
、「
ウ
ツ
ル
コ
ヽ
ロ
」
だ
と
し
て
無
効
化
す
る

機
能
を
負
う
。
右
衛
門
佐
の
方
も
擬
似
の
恋
愛
と
知
的
な
会
話
を
楽
し
ん
で

い
る
と
言
え
る
。�

（
中
村
）
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